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第 (だい)１章 (しょう)　はじめに
１ 方 (ほう)針 (しん)策 (さく)定 (てい)の背 (はい)景 (けい)と趣 (しゅ)旨 (し)
ことば[footnoteRef:1]を学 (まな)び、用 (もち)いることは、一人 (ひとり)ひとりの主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に生 (い)きることと自 (じ)由 (ゆう)を支 (ささ)え、人 (ひと)と人 (ひと)との関 (かん)係 (けい)を築 (きず)き、尊 (そん)厳 (げん)をもって自 (じ)分 (ぶん)らしく生 (い)きられる社 (しゃ)会 (かい)をつくるための基 (き)盤 (ばん)であり、すべての人 (ひと)に保 (ほ)障 (しょう)されるべき基 (き)本 (ほん)的 (てき)な権 (けん)利 (り)です。大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、だれもが尊 (そん)厳 (げん)をもって自 (じ)分 (ぶん)らしく、安 (あん)心 (しん)して学 (まな)び、暮 (く)らし、働 (はたら)くことができる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)をめざして、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の充 (じゅう)実 (じつ)に取 (と)り組 (く)んできました。 [1:  本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)において「ことば」とは、母 (ぼ)語 (ご)・日本 (にほん)語 (ご)などの言 (げん)語 (ご)そのものに加 (くわ)え、文字 (もじ)の読 (よ)み書 (か)き、自 (じ)己 (こ)の思 (おも)いや考 (かんが)えを表 (ひょう)現 (げん)し他 (た)者 (しゃ)と意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)を図 (はか)る多 (た)様 (よう)な手 (しゅ)段 (だん)を含 (ふく)め、人 (ひと)が日 (ひび)々の生 (せい)活 (かつ)を営 (いとな)み、社 (しゃ)会 (かい)に参 (さん)画 (かく)し、自 (じ)己 (こ)を形 (けい)成 (せい)していくために必 (ひつ)要 (よう)な力 (ちから)ととらえます。] 


大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)のあゆみは、昭 (しょう)和 (わ)39（1964）年 (ねん)に地 (ち)域 (いき)で最 (さい)初 (しょ)の同 (どう)和 (わ)地 (ち)区 (く)識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)が誕 (たん)生 (じょう)したことに始 (はじ)まります[footnoteRef:2]。社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)に不 (ふ)利 (り)な立 (たち)場 (ば)にあり十 (じゅう)分 (ぶん)な教 (きょう)育 (いく)を受 (う)けられなかった人 (ひと)びとが、自 (みずか)らの力 (ちから)で文字 (もじ)や言 (こと)葉 (ば)、社 (しゃ)会 (かい)のありようを学 (まな)ぶために集 (あつ)まったのが識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の始 (はじ)まりです。識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)では、差 (さ)別 (べつ)や貧 (ひん)困 (こん)、障 (しょう)がいなどにより学 (がっ)校 (こう)に通 (かよ)えなかった人 (ひと)びとに加 (くわ)え、在 (ざい)日 (にち)韓 (かん)国 (こく)・朝 (ちょう)鮮 (せん)人 (じん)をはじめとする在 (ざい)日 (にち)外 (がい)国 (こく)人 (じん)や、中 (ちゅう)国 (ごく)をはじめ外 (がい)国 (こく)からの帰 (き)国 (こく)者 (しゃ)など、多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが学 (まな)び合 (あ)ってきました。また、支 (し)援 (えん)者 (しゃ)として関 (かか)わってきた学 (がっ)校 (こう)教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)や地 (ち)域 (いき)住 (じゅう)民 (みん)ボランティアも学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)に学 (まな)んできました。こうした識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の実 (じっ)践 (せん)は、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における人 (じん)権 (けん)保 (ほ)障 (しょう)としての言 (げん)語 (ご)保 (ほ)障 (しょう)の理 (り)念 (ねん)と識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の基 (き)盤 (ばん)を形 (かたち)づくってきました。 [2:  同 (どう)和 (わ)地 (ち)区 (く)とは、「歴 (れき)史 (し)的 (てき)社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)理 (り)由 (ゆう)により生 (せい)活 (かつ)環 (かん)境 (きょう)等 (とう)の安 (あん)定 (てい)向 (こう)上 (じょう)が阻 (そ)害 (がい)されている地 (ち)域 (いき)」をいいます。我 (わ)が国 (くに)では同 (どう)和 (わ)問 (もん)題 (だい)の解 (かい)決 (けつ)に向 (む)け、平 (へい)成 (せい)14（2002）年 (ねん)３月 (がつ)に「地 (ち)域 (いき)改 (かい)善 (ぜん)対 (たい)策 (さく)特 (とく)定 (てい)事 (じ)業 (ぎょう)に係 (かか)る国 (くに)の財 (ざい)政 (せい)上 (じょう)の特 (とく)別 (べつ)措 (そ)置 (ち)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)」が失 (しっ)効 (こう)するまでの間 (あいだ)、同 (どう)和 (わ)地 (ち)区 (く)の環 (かん)境 (きょう)改 (かい)善 (ぜん)や同 (どう)和 (わ)教 (きょう)育 (いく)・人 (じん)権 (けん)啓 (けい)発 (はつ)などの取 (とり)組 (くみ)が積 (せっ)極 (きょく)的 (てき)に進 (すす)められてきました。] 

国 (こく)際 (さい)化 (か)の進 (しん)展 (てん)に伴 (ともな)い、外 (がい)国 (こく)から来 (らい)日 (にち)する人 (ひと)びとが増 (ふ)えると、日本 (にほん)語 (ご)を学 (まな)びたい人 (ひと)びとのために、各 (かく)市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、地 (ち)域 (いき)の国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)などによって、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)等 (とう)が各 (かく)地 (ち)に設 (もう)けられるようになりました。これらの日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)等 (とう)のなかには、識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の実 (じっ)践 (せん)を継 (けい)承 (しょう)したものもあり、多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)や国 (こく)籍 (せき)の人 (ひと)びとがともに学 (まな)ぶ「識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)」として運 (うん)営 (えい)されるなど、学 (まな)びの場 (ば)の多 (た)様 (よう)な展 (てん)開 (かい)がみられます。

また、学 (がっ)校 (こう)教 (きょう)育 (いく)の場 (ば)においても、外 (がい)国 (こく)につながりのある子 (こ)どもたちの増 (ぞう)加 (か)に伴 (ともな)い、日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)が必 (ひつ)要 (よう)な児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)への対 (たい)応 (おう)が進 (すす)められてきました。日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)や母 (ぼ)語 (ご)・母 (ぼ)文 (ぶん)化 (か)を尊 (そん)重 (ちょう)した学 (がく)習 (しゅう)を支 (し)援 (えん)する人 (じん)員 (いん)の配 (はい)置 (ち)、特 (とく)別 (べつ)の教 (きょう)育 (いく)課 (か)程 (てい)の編 (へん)成 (せい)などが行 (おこな)われており、教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)や学 (がっ)校 (こう)が連 (れん)携 (けい)しながら体 (たい)制 (せい)整 (せい)備 (び)を進 (すす)めています。加 (くわ)えて、教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)による授 (じゅ)業 (ぎょう)改 (かい)善 (ぜん)や教 (きょう)材 (ざい)開 (かい)発 (はつ)、保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)とのコミュニケーション支 (し)援 (えん)など、現 (げん)場 (ば)の工 (く)夫 (ふう)を重 (かさ)ねた柔 (じゅう)軟 (なん)な取 (とり)組 (くみ)が広 (ひろ)がり、子 (こ)どもたちが安 (あん)心 (しん)して学 (まな)び、学 (がっ)校 (こう)生 (せい)活 (かつ)に主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に参 (さん)加 (か)できる環 (かん)境 (きょう)づくりにつながっています。
さらに、義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を実 (じっ)質 (しつ)的 (てき)に受 (う)ける機 (き)会 (かい)がなかった人 (ひと)びとに教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)を保 (ほ)障 (しょう)するため、中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)（いわゆる夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がく)）が開 (かい)設 (せつ)されています。中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)は、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)と同 (どう)様 (よう)に、すべての人 (ひと)がことばを学 (まな)び、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)することを支 (ささ)える場 (ば)として機 (き)能 (のう)しており、外 (がい)国 (こく)籍 (せき)の人 (ひと)を含 (ふく)む多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが学 (まな)んでいます。

一 (いっ)方 (ぽう)、大 (だい)学 (がく)や専 (せん)門 (もん)学 (がっ)校 (こう)、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)では、留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)に対 (たい)して専 (せん)門 (もん)的 (てき)な日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)が提 (てい)供 (きょう)されています。また、就 (しゅう)労 (ろう)の場 (ば)においては、技 (ぎ)能 (のう)実 (じっ)習 (しゅう)、特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)、経 (けい)済 (ざい)連 (れん)携 (けい)協 (きょう)定 (てい)（EPA (いーぴーえー)）などの制 (せい)度 (ど)により来 (らい)日 (にち)した人 (ひと)びとに、入 (にゅう)国 (こく)前 (まえ)や就 (しゅう)労 (ろう)現 (げん)場 (ば)での研 (けん)修 (しゅう)、企 (き)業 (ぎょう)や監 (かん)理 (り)団 (だん)体 (たい)による支 (し)援 (えん)などを通 (つう)じて、さまざまな形 (かたち)で日本 (にほん)語 (ご)に触 (ふ)れる機 (き)会 (かい)が設 (もう)けられています。業 (ぎょう)務 (む)に必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)の支 (し)援 (えん)が行 (おこな)われている職 (しょく)場 (ば)もあり、働 (はたら)く場 (ば)における意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)の工 (く)夫 (ふう)が進 (すす)められています。

国 (くに)においては、「義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)の段 (だん)階 (かい)における普 (ふ)通 (つう)教 (きょう)育 (いく)に相 (そう)当 (とう)する教 (きょう)育 (いく)の機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)等 (とう)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)」（平 (へい)成 (せい)28年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)105号 (ごう)。以 (い)下 (か)「教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)確 (かく)保 (ほ)法 (ほう)」という。）や「日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)」（令 (れい)和 (わ)元 (がん)年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)48号 (ごう)。以 (い)下 (か)「日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)法 (ほう)」という。）に基 (もと)づき、多 (た)様 (よう)な学 (まな)びの機 (き)会 (かい)の保 (ほ)障 (しょう)推 (すい)進 (しん)や、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に向 (む)けた施 (し)策 (さく)が進 (すす)められています。

令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)末 (まつ)現 (げん)在 (ざい)、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)に暮 (く)らす外 (がい)国 (こく)人 (じん)住 (じゅう)民 (みん)は約 (やく)33.4万 (まん)人 (にん)に達 (たっ)し[footnoteRef:3]、府 (ふ)人 (じん)口 (こう)の約 (やく)26人 (ひと)に1人 (ひとり)が外 (がい)国 (こく)人 (じん)となっています。多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが、教 (きょう)育 (いく)・就 (しゅう)労 (ろう)・生 (せい)活 (かつ)の場 (ば)で円 (えん)滑 (かつ)に意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)を図 (はか)り、かつそのような場 (ば)に主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に参 (さん)画 (かく)できるようになるために、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)を学 (まな)ぶことのできる環 (かん)境 (きょう)の一 (いっ)層 (そう)の充 (じゅう)実 (じつ)が求 (もと)められています。 [3:  「在 (ざい)留 (りゅう)外 (がい)国 (こく)人 (じん)統 (とう)計 (けい)」令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)12月調 (ちょう)査 (さ)　法 (ほう)務 (む)省 (しょう)出 (しゅつ)入 (にゅう)国 (こく)在 (ざい)留 (りゅう)管 (かん)理 (り)庁 (ちょう)] 

また、令 (れい)和 (わ)２（2020）年 (ねん)国 (こく)勢 (せい)調 (ちょう)査 (さ)では、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)において、小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)または中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)を卒 (そつ)業 (ぎょう)していない人 (ひと)が42,399人 (にん)存 (そん)在 (ざい)することが明 (あき)らかとなっており[footnoteRef:4]、成 (せい)人 (じん)基 (き)礎 (そ)教 (きょう)育 (いく)の機 (き)会 (かい)を確 (かく)保 (ほ)し、だれもが必 (ひつ)要 (よう)な学 (まな)びを得 (え)られる社 (しゃ)会 (かい)を実 (じつ)現 (げん)するための取 (とり)組 (くみ)を継 (けい)続 (ぞく)していくことが依 (い)然 (ぜん)として求 (もと)められています。 [4:  「小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)にも中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)にも在 (ざい)学 (がく)したことのない人 (ひと)又 (また)は小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)を中 (ちゅう)途 (と)退 (たい)学 (がく)した人 (ひと)」（未 (み)就 (しゅう)学 (がく)者 (しゃ)）が8,515人 (にん)、「小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)のみ卒 (そつ)業 (ぎょう)した人 (ひと)又 (また)は中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)を中 (ちゅう)途 (と)退 (たい)学 (がく)した人 (ひと)」が33,884人 (にん)存 (そん)在 (ざい)し、特 (とく)に未 (み)就 (しゅう)学 (がく)者 (しゃ)については、全 (ぜん)国 (こく)で最 (もっと)も多 (おお)い状 (じょう)況 (きょう)にあります。] 


大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の取 (とり)組 (くみ)は、地 (ち)域 (いき)、学 (がっ)校 (こう)、大 (だい)学 (がく)、職 (しょく)場 (ば)など多 (た)様 (よう)な学 (まな)びの場 (ば)が並 (へい)行 (こう)して広 (ひろ)がり、社 (しゃ)会 (かい)の変 (へん)化 (か)に応 (おう)じて発 (はっ)展 (てん)してきました。こうしたあゆみと上 (じょう)述 (じゅつ)した法 (ほう)制 (せい)度 (ど)の趣 (しゅ)旨 (し)をふまえ、府 (ふ)内 (ない)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)のさらなる推 (すい)進 (しん)を図 (はか)り、すべての人 (ひと)が安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らし、互 (たが)いに尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながらともに生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に向 (む)けて、「大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な方 (ほう)針 (しん)」を策 (さく)定 (てい)します。


[bookmark: _Hlk214378550]２ 方 (ほう)針 (しん)の位 (い)置 (ち)づけ
本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)は、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)法 (ほう)第 (だい)11条 (じょう)に基 (もと)づき、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)の基 (き)本 (ほん)的 (てき)な方 (ほう)針 (しん)として策 (さく)定 (てい)するものです。
策 (さく)定 (てい)にあたっては、教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)確 (かく)保 (ほ)法 (ほう)の理 (り)念 (ねん)をふまえるとともに、「日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)を総 (そう)合 (ごう)的 (てき)かつ効 (こう)果 (か)的 (てき)に推 (すい)進 (しん)するための基 (き)本 (ほん)的 (てき)な方 (ほう)針 (しん)」（令 (れい)和 (わ)２年 (ねん)６月 (がつ)閣 (かく)議 (ぎ)決 (けっ)定 (てい)、令 (れい)和 (わ)７年 (ねん)９月 (がつ)改 (かい)訂 (てい)）をふまえます。
府 (ふ)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)等 (とう)が連 (れん)携 (けい)し、あらゆる場 (ば)における取 (とり)組 (くみ)を一 (いっ)層 (そう)促 (そく)進 (しん)するため、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)の関 (かん)連 (れん)する指 (し)針 (しん)、方 (ほう)針 (しん)及 (およ)び計 (けい)画 (かく)と整 (せい)合 (ごう)性 (せい)を図 (はか)りながら一 (いっ)体 (たい)的 (てき)に推 (すい)進 (しん)していきます。



３ 用 (よう)語 (ご)の定 (てい)義 (ぎ)
（１）識 (しき)字 (じ)
国 (こく)際 (さい)連 (れん)合 (ごう)教 (きょう)育 (いく)科 (か)学 (がく)文 (ぶん)化 (か)機 (き)関 (かん)（ユネスコ）では、元 (がん)来 (らい)「識 (しき)字 (じ)」を「日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)で用 (もち)いられる簡 (かん)単 (たん)で短 (みじか)い文 (ぶん)章 (しょう)を理 (り)解 (かい)して読 (よ)み書 (か)きできること」と定 (てい)義 (ぎ)されてきました。しかし、その後 (ご)の社 (しゃ)会 (かい)変 (へん)化 (か)等 (とう)を背 (はい)景 (けい)として、識 (しき)字 (じ)は単 (たん)なる文字 (もじ)の読 (よ)み書 (か)き技 (ぎ)能 (のう)にとどまらず、「読 (よ)み書 (か)き・計 (けい)算 (さん)の力 (ちから)、文 (ぶん)脈 (みゃく)を理 (り)解 (かい)する力 (ちから)、仕 (し)事 (ごと)に必 (ひつ)要 (よう)な力 (ちから)、デジタル機 (き)器 (き)を活 (かつ)用 (よう)する力 (ちから)、テレビ・インターネット・ソーシャルメディア等 (とう)から得 (え)られる情 (じょう)報 (ほう)を判 (はん)断 (だん)・理 (り)解 (かい)し、適 (てき)切 (せつ)に活 (かつ)用 (よう)する力 (ちから)を含 (ふく)むもの[footnoteRef:5]」として位 (い)置 (ち)づけられるなど、その捉 (とら)え方 (かた)が広 (ひろ)がっています。 [5:  SDG (えすでぃーじー) 4 - Education (えでゅけいしょん) 2030, Part (ぱーと) II: UNESCO (ゆねすこ) Strategy (すとらてじー) for (ふぉー) Youth (ゆーす) and (あんど) Adult (あだると) Literacy (りてらしー) (2020-2025) - Action (あくしょん) Plan (ぷらん)（UNESCO (ゆねすこ),2020）] 

本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)では、こうした今 (こん)日 (にち)的 (てき)な観 (かん)点 (てん)をふまえ、「識 (しき)字 (じ)」について、以 (い)下 (か)のとおり幅 (はば)広 (ひろ)い概 (がい)念 (ねん)として捉 (とら)えることとします。

· 人 (じん)権 (けん)の基 (き)盤 (ばん)としての識 (しき)字 (じ)
すべての人 (ひと)に保 (ほ)障 (しょう)されるべき基 (き)本 (ほん)的 (てき)な人 (じん)権 (けん)であり、学 (がく)習 (しゅう)権 (けん)の保 (ほ)障 (しょう)、教 (きょう)育 (いく)を受 (う)ける権 (けん)利 (り)及 (およ)び社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)平 (びょう)等 (どう)の実 (じつ)現 (げん)を支 (ささ)える前 (ぜん)提 (てい)となるもの。また、自 (みずか)らの権 (けん)利 (り)について理 (り)解 (かい)し、行 (こう)使 (し)するために必 (ひつ)要 (よう)な力 (ちから)。

· 生 (せい)活 (かつ)の基 (き)盤 (ばん)としての識 (しき)字 (じ)
公 (こう)共 (きょう)交 (こう)通 (つう)、医 (い)療 (りょう)、行 (ぎょう)政 (せい)手 (て)続 (つづき)等 (とう)、日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)に必 (ひつ)要 (よう)な情 (じょう)報 (ほう)を理 (り)解 (かい)し、適 (てき)切 (せつ)に活 (かつ)用 (よう)する力 (ちから)。また、デジタル社 (しゃ)会 (かい)において、文字 (もじ)情 (じょう)報 (ほう)やインターネット、さまざまなメディアを通 (つう)じて情 (じょう)報 (ほう)を収 (しゅう)集 (しゅう)し、判 (はん)断 (だん)・活 (かつ)用 (よう)する力 (ちから)。

· 社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)のための識 (しき)字 (じ)
自 (みずか)らの意 (い)見 (けん)や考 (かんが)えを適 (てき)切 (せつ)に表 (ひょう)現 (げん)し、他 (た)者 (しゃ)と意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)を図 (はか)る力 (ちから)。さらに、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)やより広 (ひろ)い社 (しゃ)会 (かい)に主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に参 (さん)画 (かく)し、協 (きょう)働 (どう)するための基 (き)盤 (ばん)となる力 (ちから)。

· 自 (じ)己 (こ)実 (じつ)現 (げん)のための識 (しき)字 (じ)
学 (まな)びを通 (つう)じて自 (じ)分 (ぶん)らしく生 (い)きるための力 (ちから)であり、単 (たん)なる文字 (もじ)や言 (こと)葉 (ば)の習 (しゅう)得 (とく)にとどまらず、人 (じん)生 (せい)を主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に切 (き)り拓 (ひら)く基 (き)盤 (ばん)となるもの。

（２）日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)
本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)において「日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)」とは、日本 (にほん)語 (ご)に習 (しゅう)熟 (じゅく)していない外 (がい)国 (こく)人 (じん)や日本 (にほん)国 (こく)籍 (せき)を有 (ゆう)する人 (ひと)びと（以 (い)下 (か)「外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)」という。）が、日本 (にほん)語 (ご)を習 (しゅう)得 (とく)するために行 (おこな)われる教 (きょう)育 (いく)や活 (かつ)動 (どう)をいいます。
日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)は、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)が自 (じ)分 (ぶん)らしく生 (せい)活 (かつ)を営 (いとな)み、社 (しゃ)会 (かい)に参 (さん)画 (かく)するための基 (き)盤 (ばん)であり、「識 (しき)字 (じ)」と同 (どう)様 (よう)に人 (じん)権 (けん)保 (ほ)障 (しょう)として位 (い)置 (ち)づけられます。
日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)には、具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)に次 (つぎ)の内 (ない)容 (よう)が含 (ふく)まれます。

· 多 (た)文 (ぶん)化 (か)共 (きょう)生 (せい)の基 (き)盤 (ばん)形 (けい)成 (せい)
日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を通 (つう)じて、異 (こと)なる言 (げん)語 (ご)や文 (ぶん)化 (か)的 (てき)背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが相 (そう)互 (ご)理 (り)解 (かい)を深 (ふか)め、ともに学 (まな)び合 (あ)う環 (かん)境 (きょう)づくり。

· 社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)のための支 (し)援 (えん)
外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)が地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)において円 (えん)滑 (かつ)に生 (せい)活 (かつ)し、学 (まな)び、働 (はたら)くための日本 (にほん)語 (ご)習 (しゅう)得 (とく)支 (し)援 (えん)。

· 言 (こと)葉 (ば)に対 (たい)する権 (けん)利 (り)の保 (ほ)障 (しょう)
日本 (にほん)語 (ご)を通 (とお)して、意 (い)見 (けん)を表 (ひょう)現 (げん)し、自 (じ)分 (ぶん)らしく生 (せい)活 (かつ)し、尊 (そん)厳 (げん)を持 (も)って生 (い)きるために不 (ふ)可 (か)欠 (けつ)な教 (きょう)育 (いく)。

· 日本 (にほん)語 (ご)習 (しゅう)得 (とく)のための教 (きょう)育 (いく)
外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)が日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)、就 (しゅう)学 (がく)、就 (しゅう)労 (ろう)等 (とう)に必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)を体 (たい)系 (けい)的 (てき)に学 (まな)ぶための教 (きょう)育 (いく)。



第 (だい)２章 (しょう) 識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)の基 (き)本 (ほん)的 (てき)な方 (ほう)向 (こう)
１ 識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)の目 (もく)的 (てき)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、すべての人 (ひと)がことばを通 (つう)じて自 (みずか)らの思 (おも)いや考 (かんが)えを表 (ひょう)現 (げん)し、他 (た)者 (しゃ)とつながり、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に生 (い)きる力 (ちから)を育 (はぐく)むことを目 (もく)的 (てき)としています。ことばは、個 (こ)人 (じん)の尊 (そん)厳 (げん)を支 (ささ)える基 (き)盤 (ばん)であり、教 (きょう)育 (いく)・就 (しゅう)労 (ろう)・生 (せい)活 (かつ)のあらゆる場 (ば)面 (めん)において欠 (か)かせないものであるとともに、社 (しゃ)会 (かい)への参 (さん)画 (かく)を可 (か)能 (のう)にする重 (じゅう)要 (よう)な手 (しゅ)段 (だん)です。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の実 (じっ)践 (せん)に根 (ね)ざした地 (ち)域 (いき)の取 (とり)組 (くみ)と、国 (こく)際 (さい)化 (か)の進 (しん)展 (てん)に伴 (ともな)って広 (ひろ)がった多 (た)様 (よう)な学 (まな)びの場 (ば)での取 (とり)組 (くみ)を通 (つう)じて、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の充 (じゅう)実 (じつ)に努 (つと)めてきました。こうした経 (けい)緯 (い)をふまえ、多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが、安 (あん)心 (しん)して学 (まな)び、暮 (く)らし、働 (はたら)きながら、ことばを通 (つう)じて社 (しゃ)会 (かい)に参 (さん)画 (かく)できる環 (かん)境 (きょう)を整 (ととの)え、ともに生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)をめざします。
また、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)にあたっては、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)法 (ほう)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)にのっとるとともに教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)確 (かく)保 (ほ)法 (ほう)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)をふまえ実 (じっ)施 (し)する必 (ひつ)要 (よう)があります。
これらの目 (もく)的 (てき)や基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)のもと、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、だれもがことばを通 (つう)じて自 (みずか)らの可 (か)能 (のう)性 (せい)を拓 (ひら)き、互 (たが)いに尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながらともに生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に向 (む)けて、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)のさらなる推 (すい)進 (しん)を図 (はか)っていきます。

〔日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)法 (ほう)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)〕
第 (だい)３条 (じょう)　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を受 (う)けることを希 (き)望 (ぼう)する外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)に対 (たい)し、その希 (き)望 (ぼう)、置 (お)かれている状 (じょう)況 (きょう)及 (およ)び能 (のう)力 (りょく)に応 (おう)じた日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を受 (う)ける機 (き)会 (かい)が最 (さい)大 (だい)限 (げん)に確 (かく)保 (ほ)されるよう行 (おこな)われなければならない。
２　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の水 (すい)準 (じゅん)の維 (い)持 (じ)向 (こう)上 (じょう)が図 (はか)られるよう行 (おこな)われなければならない。
３　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)に係 (かか)る教 (きょう)育 (いく)及 (およ)び労 (ろう)働 (どう)、出 (しゅつ)入 (にゅう)国 (こく)管 (かん)理 (り)その他 (た)の関 (かん)連 (れん)施 (し)策 (さく)並 (なら)びに外 (がい)交 (こう)政 (せい)策 (さく)との有 (ゆう)機 (き)的 (てき)な連 (れん)携 (けい)が図 (はか)られ、総 (そう)合 (ごう)的 (てき)に行 (おこな)われなければならない。
４　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、国 (こく)内 (ない)における日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)が地 (ち)域 (いき)の活 (かつ)力 (りょく)の向 (こう)上 (じょう)に寄 (き)与 (よ)するものであるとの認 (にん)識 (しき)の下 (もと)に行 (おこな)われなければならない。
５　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、海 (かい)外 (がい)における日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を通 (つう)じて我 (わ)が国 (くに)に対 (たい)する諸 (しょ)外 (がい)国 (こく)の理 (り)解 (かい)と関 (かん)心 (しん)を深 (ふか)め、諸 (しょ)外 (がい)国 (こく)との交 (こう)流 (りゅう)を促 (そく)進 (しん)するとともに、諸 (しょ)外 (がい)国 (こく)との友 (ゆう)好 (こう)関 (かん)係 (けい)の維 (い)持 (じ)及 (およ)び発 (はっ)展 (てん)に寄 (き)与 (よ)することとなるよう行 (おこな)われなければならない。
６　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、日本 (にほん)語 (ご)を学 (がく)習 (しゅう)する意 (い)義 (ぎ)についての外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)の理 (り)解 (かい)と関 (かん)心 (しん)が深 (ふか)められるように配 (はい)慮 (りょ)して行 (おこな)われなければならない。
７　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)は、我 (わ)が国 (くに)に居 (きょ)住 (じゅう)する幼 (よう)児 (じ)期 (き)及 (およ)び学 (がく)齢 (れい)期 (き)（満 (まん)６歳 (さい)に達 (たっ)した日 (ひ)の翌 (よく)日 (じつ)以 (い)後 (ご)における最 (さい)初 (しょ)の学 (がく)年 (ねん)の初 (はじ)めから満 (まん)15歳 (さい)に達 (たっ)した日 (ひ)の属 (ぞく)する学 (がく)年 (ねん)の終 (お)わりまでの期 (き)間 (かん)をいう。）にある外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)の家 (か)庭 (てい)における教 (きょう)育 (いく)等 (とう)において使 (し)用 (よう)される言 (げん)語 (ご)の重 (じゅう)要 (よう)性 (せい)に配 (はい)慮 (りょ)して行 (おこな)われなければならない。

〔教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)確 (かく)保 (ほ)法 (ほう)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)〕
第 (だい)３条 (じょう)　教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)等 (とう)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)は、次 (つぎ)に掲 (かか)げる事 (じ)項 (こう)を基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)として行 (おこな)われなければならない。
１　全 (すべ)ての児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)が豊 (ゆた)かな学 (がっ)校 (こう)生 (せい)活 (かつ)を送 (おく)り、安 (あん)心 (しん)して教 (きょう)育 (いく)を受 (う)けられるよう、学 (がっ)校 (こう)における環 (かん)境 (きょう)の確 (かく)保 (ほ)が図 (はか)られるようにすること。
２　不 (ふ)登 (とう)校 (こう)児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)が行 (おこな)う多 (た)様 (よう)な学 (がく)習 (しゅう)活 (かつ)動 (どう)の実 (じつ)情 (じょう)を踏 (ふ)まえ、個 (こ)々 (こ)の不 (ふ)登 (とう)校 (こう)児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)の状 (じょう)況 (きょう)に応 (おう)じた必 (ひつ)要 (よう)な支 (し)援 (えん)が行 (おこな)われるようにすること。
３　不 (ふ)登 (とう)校 (こう)児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)が安 (あん)心 (しん)して教 (きょう)育 (いく)を十 (じゅう)分 (ぶん)に受 (う)けられるよう、学 (がっ)校 (こう)における環 (かん)境 (きょう)の整 (せい)備 (び)が図 (はか)られるようにすること。
４　義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)の段 (だん)階 (かい)における普 (ふ)通 (つう)教 (きょう)育 (いく)に相 (そう)当 (とう)する教 (きょう)育 (いく)を十 (じゅう)分 (ぶん)に受 (う)けていない者 (もの)の意 (い)思 (し)を十 (じゅう)分 (ぶん)に尊 (そん)重 (ちょう)しつつ、その年 (ねん)齢 (れい)又 (また)は国 (こく)籍 (せき)その他 (た)の置 (お)かれている事 (じ)情 (じょう)にかかわりなく、その能 (のう)力 (りょく)に応 (おう)じた教 (きょう)育 (いく)を受 (う)ける機 (き)会 (かい)が確 (かく)保 (ほ)されるようにするとともに、その者 (もの)が、その教 (きょう)育 (いく)を通 (つう)じて、社 (しゃ)会 (かい)において自 (じ)立 (りつ)的 (てき)に生 (い)きる基 (き)礎 (そ)を培 (つちか)い、豊 (ゆた)かな人 (じん)生 (せい)を送 (おく)ることができるよう、その教 (きょう)育 (いく)水 (すい)準 (じゅん)の維 (い)持 (じ)向 (こう)上 (じょう)が図 (はか)られるようにすること。
５　国 (くに)、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)、教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)等 (とう)に関 (かん)する活 (かつ)動 (どう)を行 (おこな)う民 (みん)間 (かん)の団 (だん)体 (たい)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)の相 (そう)互 (ご)の密 (みっ)接 (せつ)な連 (れん)携 (けい)の下 (もと)に行 (おこな)われるようにすること。



２ 府 (ふ)の責 (せき)務 (む)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、「ことばを学 (まな)び、用 (もち)いることは、すべての人 (ひと)に保 (ほ)障 (しょう)されるべき基 (き)本 (ほん)的 (てき)な権 (けん)利 (り)である」との理 (り)念 (ねん)のもと、国 (くに)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に携 (たずさ)わる関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)・団 (だん)体 (たい)等 (とう)との適 (てき)切 (せつ)な役 (やく)割 (わり)分 (ぶん)担 (たん)をふまえ、府 (ふ)内 (ない)各 (かく)地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に向 (む)けた体 (たい)制 (せい)整 (せい)備 (び)、実 (じっ)態 (たい)把 (は)握 (あく)及 (およ)び方 (ほう)針 (しん)の策 (さく)定 (てい)を行 (おこな)います。あわせて、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)担 (たん)当 (とう)者 (しゃ)や指 (し)導 (どう)者 (しゃ)・支 (し)援 (えん)者 (しゃ)に対 (たい)する研 (けん)修 (しゅう)機 (き)会 (かい)の提 (てい)供 (きょう)、府 (ふ)内 (ない)関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)のネットワークづくり、他 (ほか)事 (じ)業 (ぎょう)との連 (れん)携 (けい)・協 (きょう)力 (りょく)や広 (こう)報 (ほう)活 (かつ)動 (どう)などを実 (じっ)施 (し)します。


３ 各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)に期 (き)待 (たい)される役 (やく)割 (わり)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の取 (とり)組 (くみ)は、識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の実 (じっ)践 (せん)を基 (き)盤 (ばん)ともしながら、地 (ち)域 (いき)、学 (がっ)校 (こう)、大 (だい)学 (がく)、職 (しょく)場 (ば)など多 (た)様 (よう)な学 (まな)びの場 (ば)が広 (ひろ)がり、社 (しゃ)会 (かい)の変 (へん)化 (か)に応 (おう)じて発 (はっ)展 (てん)してきました。歴 (れき)史 (し)的 (てき)背 (はい)景 (けい)と社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)変 (へん)化 (か)をふまえ、今 (こん)後 (ご)さらに充 (じゅう)実 (じつ)した環 (かん)境 (きょう)を整 (ととの)えるためには、国 (くに)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)、府 (ふ)民 (みん)など、各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)がそれぞれの役 (やく)割 (わり)を果 (は)たし、相 (そう)互 (ご)に連 (れん)携 (けい)して取 (と)り組 (く)むことが欠 (か)かせません。以 (い)下 (か)に、各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)に期 (き)待 (たい)される役 (やく)割 (わり)を示 (しめ)します。

（１）国 (くに)
国 (くに)は、教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)確 (かく)保 (ほ)法 (ほう)及 (およ)び日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)法 (ほう)に基 (もと)づき、多 (た)様 (よう)な学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の保 (ほ)障 (しょう)と、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)を総 (そう)合 (ごう)的 (てき)に策 (さく)定 (てい)・実 (じっ)施 (し)する責 (せき)務 (む)を担 (にな)っており、必 (ひつ)要 (よう)な法 (ほう)制 (せい)度 (ど)の整 (せい)備 (び)や財 (ざい)政 (せい)的 (てき)支 (し)援 (えん)などの措 (そ)置 (ち)を講 (こう)じることが求 (もと)められます。また、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の現 (げん)状 (じょう)や政 (せい)府 (ふ)の施 (し)策 (さく)について資 (し)料 (りょう)を作 (さく)成 (せい)し、ウェブサイト等 (とう)を通 (つう)じて適 (てき)切 (せつ)な方 (ほう)法 (ほう)で公 (こう)表 (ひょう)することが求 (もと)められます。

（２）市 (し)町 (ちょう)村 (そん)
市 (し)町 (ちょう)村 (そん)は、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)を必 (ひつ)要 (よう)とする住 (じゅう)民 (みん)にとって最 (もっと)も身 (み)近 (ぢか)な基 (き)礎 (そ)自 (じ)治 (ち)体 (たい)として、各 (かく)自 (じ)治 (ち)体 (たい)において識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)推 (すい)進 (しん)のための体 (たい)制 (せい)を整 (せい)備 (び)し、地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を実 (じっ)施 (し)することが求 (もと)められます。
識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)を必 (ひつ)要 (よう)とする住 (じゅう)民 (みん)のニーズの把 (は)握 (あく)や地 (ち)域 (いき)住 (じゅう)民 (みん)の理 (り)解 (かい)を図 (はか)ること、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)や識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に携 (たずさ)わる人 (ひと)[footnoteRef:6]からの相 (そう)談 (だん)に応 (おう)じること、学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)者 (しゃ)の養 (よう)成 (せい)に努 (つと)めることが望 (のぞ)まれます。また、府 (ふ)や各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)と連 (れん)携 (けい)し、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)内 (ない)外 (がい)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に携 (たずさ)わる人 (ひと)や情 (じょう)報 (ほう)リソースを活 (かつ)用 (よう)して、域 (いき)内 (ない)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)を図 (はか)ることが望 (のぞ)まれます。 [6:  地 (ち)域 (いき)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)で活 (かつ)動 (どう)する学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)者 (しゃ)、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)師 (し)、地 (ち)域 (いき)日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)コーディネーター、地 (ち)域 (いき)国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)やNPO (えぬぴーおー)等 (とう)の支 (し)援 (えん)スタッフなど] 


（３）国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)等 (とう)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)財 (ざい)団 (だん)（OFIX (おふぃっくす)）は、地 (ち)域 (いき)の国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)や多 (た)文 (ぶん)化 (か)共 (きょう)生 (せい)を推 (すい)進 (しん)する中 (ちゅう)核 (かく)的 (てき)民 (みん)間 (かん)国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)組 (そ)織 (しき)として、地 (ち)域 (いき)の国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)やNPO (えぬぴーおー)、支 (し)援 (えん)団 (だん)体 (たい)等 (とう)との既 (き)存 (ぞん)のネットワークを活 (い)かし活 (かつ)動 (どう)しています。また、地 (ち)域 (いき)の国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)等 (とう)においても、NPO (えぬぴーおー)や支 (し)援 (えん)団 (だん)体 (たい)、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)住 (じゅう)民 (みん)とのネットワークを活 (かつ)用 (よう)し、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)住 (じゅう)民 (みん)の活 (かつ)躍 (やく)の機 (き)会 (かい)や地 (ち)域 (いき)住 (じゅう)民 (みん)との交 (こう)流 (りゅう)の場 (ば)の提 (てい)供 (きょう)に努 (つと)めることが望 (のぞ)まれます。
今 (こん)後 (ご)このようなつながりを活 (い)かし、府 (ふ)と連 (れん)携 (けい)して府 (ふ)内 (ない)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)等 (とう)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)などに取 (と)り組 (く)むことが期 (き)待 (たい)されます。

（４）関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)
識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に関 (かか)わる関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)や関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)[footnoteRef:7]は、それぞれの専 (せん)門 (もん)性 (せい)や地 (ち)域 (いき)とのつながりを活 (い)かし、多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとの学 (まな)びを支 (ささ)える重 (じゅう)要 (よう)な担 (にな)い手 (て)です。 [7:  日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)、大 (だい)学 (がく)等 (とう)の教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)、NPO (えぬぴーおー)、ボランティア団 (だん)体 (たい)、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)の生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)を行 (おこな)う団 (だん)体 (たい)など] 

これらの機 (き)関 (かん)や団 (だん)体 (たい)は、学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)、相 (そう)談 (だん)対 (たい)応 (おう)、教 (きょう)材 (ざい)開 (かい)発 (はつ)、学 (がく)習 (しゅう)環 (かん)境 (きょう)の整 (せい)備 (び)、学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)同 (どう)士 (し)や地 (ち)域 (いき)住 (じゅう)民 (みん)との交 (こう)流 (りゅう)の場 (ば)づくりなどを通 (つう)じて、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に貢 (こう)献 (けん)しています。行 (ぎょう)政 (せい)や他 (た)の関 (かん)係 (けい)主 (しゅ)体 (たい)と連 (れん)携 (けい)・協 (きょう)働 (どう)し、地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた柔 (じゅう)軟 (なん)で持 (じ)続 (ぞく)可 (か)能 (のう)な支 (し)援 (えん)体 (たい)制 (せい)の構 (こう)築 (ちく)に寄 (き)与 (よ)することが期 (き)待 (たい)されます。

（５）事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)
外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)を雇 (こ)用 (よう)する事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)は、府 (ふ)や市 (し)町 (ちょう)村 (そん)が実 (じっ)施 (し)する識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)に協 (きょう)力 (りょく)するとともに、雇 (こ)用 (よう)する外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)が職 (しょく)務 (む)や生 (せい)活 (かつ)を円 (えん)滑 (かつ)に営 (いとな)むために必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)を、本 (ほん)人 (にん)の希 (き)望 (ぼう)や状 (じょう)況 (きょう)に応 (おう)じて習 (しゅう)得 (とく)できるよう、学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の提 (てい)供 (きょう)その他 (た)の日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)に関 (かん)する支 (し)援 (えん)に努 (つと)めることが求 (もと)められます[footnoteRef:8]。 [8:  本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)の記 (き)述 (じゅつ)は、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)全 (ぜん)般 (ぱん)に対 (たい)する一 (いっ)般 (ぱん)的 (てき)な期 (き)待 (たい)を示 (しめ)すものです。特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)１号 (ごう)外 (がい)国 (こく)人 (じん)を受 (う)け入 (い)れる事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)については、法 (ほう)務 (む)省 (しょう)「１号 (ごう)特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)外 (がい)国 (こく)人 (じん)支 (し)援 (えん)に関 (かん)する運 (うん)用 (よう)要 (よう)領 (りょう)」（平 (へい)成 (せい)31（2019）年 (ねん)編 (へん)、令 (れい)和 (わ)７（2025）年 (ねん)一 (いち)部 (ぶ)改 (かい)正 (せい)）に基 (もと)づき、日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の提 (てい)供 (きょう)が義 (ぎ)務 (む)的 (てき)支 (し)援 (えん)として定 (さだ)められています。また、令 (れい)和 (わ)９（2027）年 (ねん)施 (し)行 (こう)予 (よ)定 (てい)の育 (いく)成 (せい)就 (しゅう)労 (ろう)制 (せい)度 (ど)においても、日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の機 (き)会 (かい)提 (てい)供 (きょう)が義 (ぎ)務 (む)化 (か)される予 (よ)定 (てい)です。] 

　また、雇 (こ)用 (よう)する外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)の家 (か)族 (ぞく)に対 (たい)しても、同 (どう)様 (よう)の支 (し)援 (えん)に努 (つと)めることが求 (もと)められます。

（６）府 (ふ)民 (みん)
府 (ふ)民 (みん)は、「ことばを学 (まな)び、用 (もち)いることは、すべての人 (ひと)に保 (ほ)障 (しょう)されるべき基 (き)本 (ほん)的 (てき)な権 (けん)利 (り)である」との理 (り)念 (ねん)を共 (きょう)有 (ゆう)し、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)の担 (にな)い手 (て)として、多 (た)文 (ぶん)化 (か)共 (きょう)生 (せい)の地 (ち)域 (いき)づくりに参 (さん)画 (かく)することが期 (き)待 (たい)されます。
識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)を必 (ひつ)要 (よう)とする住 (じゅう)民 (みん)は、自 (みずか)らの文 (ぶん)化 (か)的 (てき)背 (はい)景 (けい)や経 (けい)験 (けん)を活 (い)かしながら、学 (がく)習 (しゅう)活 (かつ)動 (どう)を通 (つう)じて地 (ち)域 (いき)とのつながりを深 (ふか)め、安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らし、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)することができるようになることが望 (のぞ)まれます。
また、地 (ち)域 (いき)住 (じゅう)民 (みん)は、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)が多 (た)様 (よう)な文 (ぶん)化 (か)を尊 (そん)重 (ちょう)し、活 (かつ)力 (りょく)ある共 (きょう)生 (せい)社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に資 (し)するとの理 (り)解 (かい)のもと、「やさしい日本 (にほん)語 (ご)」や「読 (よ)み仮 (が)名 (な)表 (ひょう)記 (き)」などの活 (かつ)用 (よう)や識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)への参 (さん)画 (かく)、地 (ち)域 (いき)活 (かつ)動 (どう)を通 (つう)じて、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)を必 (ひつ)要 (よう)とする住 (じゅう)民 (みん)との相 (そう)互 (ご)理 (り)解 (かい)と協 (きょう)働 (どう)を促 (そく)進 (しん)することが期 (き)待 (たい)されます。


４ 各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)との連 (れん)携 (けい)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に関 (かん)する市 (し)町 (ちょう)村 (そん)ごとの状 (じょう)況 (きょう)や教 (きょう)育 (いく)現 (げん)場 (ば)の実 (じつ)情 (じょう)をふまえ、関 (かん)係 (けい)部 (ぶ)局 (きょく)が連 (れん)携 (けい)して、国 (くに)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)、府 (ふ)民 (みん)など、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に携 (たずさ)わる各 (かく)主 (しゅ)体 (たい)と連 (れん)携 (けい)し、必 (ひつ)要 (よう)な調 (ちょう)整 (せい)・支 (し)援 (えん)体 (たい)制 (せい)を整 (ととの)えます。
また、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)や関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)との情 (じょう)報 (ほう)共 (きょう)有 (ゆう)、人 (じん)材 (ざい)育 (いく)成 (せい)、事業 (じぎょう)の連携 (れんけい)・協働 (きょうどう)を通 (つう)じて、府 (ふ)内 (ない)全 (ぜん)域 (いき)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)を図 (はか)り、だれもがことばを学 (まな)び、安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らし、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)できる環 (かん)境 (きょう)づくりを支 (ささ)えます。

第 (だい)３章 (しょう) 識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の推 (すい)進 (しん)の内 (ない)容 (よう)に関 (かん)する事 (じ)項 (こう)
１ 識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)による学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)
（１）外 (がい)国 (こく)につながりのある幼 (よう)児 (じ)、児 (じ)童 (どう)、生 (せい)徒 (と)等 (とう)の学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)では、外 (がい)国 (こく)につながりのある子 (こ)どもたちが年 (ねん)々 (ねん)増 (ぞう)加 (か)しており、その教 (きょう)育 (いく)環 (かん)境 (きょう)は言 (げん)語 (ご)・文 (ぶん)化 (か)・生 (せい)活 (かつ)背 (はい)景 (けい)の多 (た)様 (よう)化 (か)により、ますます複 (ふく)雑 (ざつ)化 (か)しています。令 (れい)和 (わ)５（2023）年 (ねん)度 (ど)において、日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)が必 (ひつ)要 (よう)とされる児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)は、小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)で3,015人 (にん)（義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)学 (がっ)校 (こう)前 (ぜん)期 (き)課 (か)程 (てい)を含 (ふく)む）、中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)で1,520人 (にん)（同 (どう)後 (こう)期 (き)課 (か)程 (てい)を含 (ふく)む）、高 (こう)等 (とう)学 (がっ)校 (こう)で505人 (にん)に上 (のぼ)り、合 (ごう)計 (けい)で5,040人 (にん)が日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)を必 (ひつ)要 (よう)としています[footnoteRef:9]。これは、教 (きょう)育 (いく)現 (げん)場 (ば)において言 (げん)語 (ご)支 (し)援 (えん)の必 (ひつ)要 (よう)性 (せい)が広 (こう)範 (はん)かつ継 (けい)続 (ぞく)的 (てき)に存 (そん)在 (ざい)していることを示 (しめ)しています。 [9:  「日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)が必 (ひつ)要 (よう)な児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)の受 (うけ)入 (いれ)状 (じょう)況 (きょう)等 (とう)に関 (かん)する調 (ちょう)査 (さ)」令 (れい)和 (わ)５（2023）年 (ねん)５月 (がつ)調 (ちょう)査 (さ)　文 (もん)部 (ぶ)科 (か)学 (がく)省 (しょう)] 

さらに、令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)度 (ど)における外 (がい)国 (こく)人 (じん)の子 (こ)どもの就 (しゅう)学 (がく)状 (じょう)況 (きょう)を見 (み)ると、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、不 (ふ)就 (しゅう)学 (がく)の子 (こ)どもが27人 (にん)、就 (しゅう)学 (がく)状 (じょう)況 (きょう)が確 (かく)認 (にん)できていない子 (こ)どもが999人 (にん)存 (そん)在 (ざい)しており[footnoteRef:10]、教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)の保 (ほ)障 (しょう)に向 (む)けたさらなる支 (し)援 (えん)が求 (もと)められています。これらの子 (こ)どもたちは、出 (しゅっ)身 (しん)国 (こく)・地 (ち)域 (いき)や母 (ぼ)語 (ご)・母 (ぼ)文 (ぶん)化 (か)、家 (か)庭 (てい)内 (ない)での言 (げん)語 (ご)環 (かん)境 (きょう)、来 (らい)日 (にち)年 (ねん)齢 (れい)、在 (ざい)留 (りゅう)資 (し)格 (かく)、保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)の就 (しゅう)労 (ろう)状 (じょう)況 (きょう)など、さまざまな要 (よう)因 (いん)が重 (かさ)なり合 (あ)うなかで生 (せい)活 (かつ)しており、特 (とく)定 (てい)地 (ち)域 (いき)への集 (しゅう)住 (じゅう)化 (か)と散 (さん)在 (ざい)化 (か)の両 (りょう)方 (ほう)が進 (しん)行 (こう)していることから、地 (ち)域 (いき)ごとの教 (きょう)育 (いく)ニーズも一 (いっ)層 (そう)多 (た)様 (よう)かつ複 (ふく)雑 (ざつ)になっています。 [10:  「外 (がい)国 (こく)人 (じん)の子 (こ)供 (ども)の就 (しゅう)学 (がく)状 (じょう)況 (きょう)等 (とう)調 (ちょう)査 (さ)」令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)５月 (がつ)調 (ちょう)査 (さ)　文 (もん)部 (ぶ)科 (か)学 (がく)省 (しょう)] 

教 (きょう)育 (いく)は、すべての子 (こ)どもにとって成 (せい)長 (ちょう)の基 (き)盤 (ばん)であり、社 (しゃ)会 (かい)とのつながりを築 (きず)く重 (じゅう)要 (よう)な手 (しゅ)段 (だん)です。外 (がい)国 (こく)につながりのある子 (こ)どもたちが、言 (こと)葉 (ば)の壁 (かべ)や制 (せい)度 (ど)の理 (り)解 (かい)不 (ぶ)足 (そく)、孤 (こ)立 (りつ)感 (かん)などによって学 (まな)びの機 (き)会 (かい)を失 (うしな)うことがないよう、教 (きょう)育 (いく)現 (げん)場 (ば)だけでなく、家 (か)庭 (てい)や地 (ち)域 (いき)、行 (ぎょう)政 (せい)、そして社 (しゃ)会 (かい)全 (ぜん)体 (たい)が連 (れん)携 (けい)し、子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりの状 (じょう)況 (きょう)に寄 (よ)り添 (そ)った支 (し)援 (えん)を行 (おこな)うことが望 (のぞ)まれます。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、こうした状 (じょう)況 (きょう)をふまえ、すべての子 (こ)どもが安 (あん)心 (しん)して学 (まな)び、自 (じ)己 (こ)の可 (か)能 (のう)性 (せい)を伸 (の)ばしていけるよう、以 (い)下 (か)の施 (し)策 (さく)を推 (すい)進 (しん)します。

· 就 (しゅう)学 (がく)促 (そく)進 (しん)の支 (し)援 (えん)
外 (がい)国 (こく)につながりのある子 (こ)どもが義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を受 (う)ける機 (き)会 (かい)を確 (かく)保 (ほ)するため、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)と連 (れん)携 (けい)し、就 (しゅう)学 (がく)前 (まえ)から義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)への円 (えん)滑 (かつ)な接 (せつ)続 (ぞく)を考 (こう)慮 (りょ)しつつ、未 (み)就 (しゅう)学 (がく)児 (じ)童 (どう)の把 (は)握 (あく)、就 (しゅう)学 (がく)状 (じょう)況 (きょう)の確 (かく)認 (にん)、保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)への情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)を通 (つう)じて、教 (きょう)育 (いく)機 (き)会 (かい)の保 (ほ)障 (しょう)に努 (つと)めます。多 (た)言 (げん)語 (ご)による就 (しゅう)学 (がく)案 (あん)内 (ない)の送 (そう)付 (ふ)や、返 (へん)信 (しん)がない場 (ば)合 (あい)の家 (か)庭 (てい)訪 (ほう)問 (もん)など、各 (かく)市 (し)町 (ちょう)村 (そん)の工 (く)夫 (ふう)された取 (とり)組 (くみ)を広 (ひろ)く共 (きょう)有 (ゆう)し、就 (しゅう)学 (がく)支 (し)援 (えん)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)ります。

· 受 (うけ)入 (い)れ体 (たい)制 (せい)の整 (せい)備 (び)
学 (がっ)校 (こう)現 (げん)場 (ば)における通 (つう)訳 (やく)・翻 (ほん)訳 (やく)支 (し)援 (えん)、相 (そう)談 (だん)窓 (まど)口 (ぐち)の設 (せっ)置 (ち)、WEB (うぇぶ)サイト等 (とう)における多 (た)言 (げん)語 (ご)での情 (じょう)報 (ほう)発 (はっ)信 (しん)、教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)等 (とう)への研 (けん)修 (しゅう)などを通 (つう)じて、外 (がい)国 (こく)につながりのある児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)等 (とう)の受 (うけ)入 (い)れに必 (ひつ)要 (よう)な体 (たい)制 (せい)を整 (せい)備 (び)し、安 (あん)心 (しん)して学 (まな)べる環 (かん)境 (きょう)づくりを推 (すい)進 (しん)します。あわせて、優 (すぐ)れた実 (じっ)践 (せん)事 (じ)例 (れい)の共 (きょう)有 (ゆう)や学 (がっ)校 (こう)間 (かん)の連 (れん)携 (けい)を促 (そく)進 (しん)するため、I (あい)C (しー)T (てぃー)の活 (かつ)用 (よう)を含 (ふく)め、情 (じょう)報 (ほう)交 (こう)換 (かん)のためのネットワークづくりを進 (すす)めます。

· 日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)の充 (じゅう)実 (じつ)
日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)が必 (ひつ)要 (よう)な児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)に対 (たい)して、個 (こ)別 (べつ)の学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)計 (けい)画 (かく)の策 (さく)定 (てい)、専 (せん)門 (もん)人 (じん)材 (ざい)の配 (はい)置 (ち)、特 (とく)別 (べつ)の教 (きょう)育 (いく)課 (か)程 (てい)の編 (へん)成 (せい)、指 (し)導 (どう)方 (ほう)法 (ほう)の工 (く)夫 (ふう)などを通 (つう)じて、言 (げん)語 (ご)習 (しゅう)得 (とく)と教 (きょう)科 (か)学 (がく)習 (しゅう)の定 (てい)着 (ちゃく)を図 (はか)ります。ことばの支 (し)援 (えん)は、学 (がく)力 (りょく)の基 (き)盤 (ばん)であると同 (どう)時 (じ)に、学 (がっ)校 (こう)生 (せい)活 (かつ)への適 (てき)応 (おう)や自 (じ)己 (こ)肯 (こう)定 (てい)感 (かん)の形 (けい)成 (せい)にも直 (ちょっ)結 (けつ)する重 (じゅう)要 (よう)な要 (よう)素 (そ)であるため、学 (がっ)校 (こう)現 (げん)場 (ば)と連 (れん)携 (けい)し、きめ細 (こま)かな支 (し)援 (えん)の充 (じゅう)実 (じつ)に取 (と)り組 (く)みます。また、日本 (にほん)語 (ご)指 (し)導 (どう)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)るために教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)への研 (けん)修 (しゅう)機 (き)会 (かい)を提 (てい)供 (きょう)します。

· 教 (きょう)科 (か)指 (し)導 (どう)、生 (せい)徒 (と)指 (し)導 (どう)、進 (しん)路 (ろ)指 (し)導 (どう)の充 (じゅう)実 (じつ)
日本 (にほん)語 (ご)の理 (り)解 (かい)に加 (くわ)え、教 (きょう)科 (か)内 (ない)容 (よう)の理 (り)解 (かい)を支 (ささ)える支 (し)援 (えん)、学 (がっ)校 (こう)生 (せい)活 (かつ)への適 (てき)応 (おう)、進 (しん)学 (がく)・就 (しゅう)職 (しょく)に向 (む)けた進 (しん)路 (ろ)指 (し)導 (どう)など、子 (こ)どもの将 (しょう)来 (らい)を見 (み)据 (す)えた包 (ほう)括 (かつ)的 (てき)な教 (きょう)育 (いく)支 (し)援 (えん)を行 (おこな)います。あわせて、児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)等 (とう)が将 (しょう)来 (らい)の進 (しん)路 (ろ)を自 (みずか)ら選 (せん)択 (たく)し、自 (じ)己 (こ)実 (じつ)現 (げん)を図 (はか)ることができるよう、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)と連 (れん)携 (けい)したキャリア教 (きょう)育 (いく)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)ります。

· 母 (ぼ)語 (ご)・母 (ぼ)文 (ぶん)化 (か)の尊 (そん)重 (ちょう)
外 (がい)国 (こく)につながりのある児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)等 (とう)のアイデンティティ形 (けい)成 (せい)を支 (ささ)えるため、母 (ぼ)語 (ご)による学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)や母 (ぼ)文 (ぶん)化 (か)の理 (り)解 (かい)促 (そく)進 (しん)を図 (はか)ります。また、児 (じ)童 (どう)生 (せい)徒 (と)等 (とう)が自 (みずか)らのルーツに誇 (ほこ)りをもち、本 (ほん)名 (みょう)を安 (あん)心 (しん)して使 (し)用 (よう)できるような環 (かん)境 (きょう)づくりにも取 (と)り組 (く)みます。すべての子 (こ)どもが多 (た)文 (ぶん)化 (か)共 (きょう)生 (せい)の感 (かん)覚 (かく)を育 (はぐく)めるよう、互 (たが)いの文 (ぶん)化 (か)や価 (か)値 (ち)観 (かん)を尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながらともに学 (まな)び合 (あ)える場 (ば)づくりを進 (すす)めます。

· 保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)への支 (し)援 (えん)と情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)
保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)が教 (きょう)育 (いく)制 (せい)度 (ど)や学 (がっ)校 (こう)等 (とう)の取 (とり)組 (くみ)を理 (り)解 (かい)し、家 (か)庭 (てい)と学 (がっ)校 (こう)等 (とう)が信 (しん)頼 (らい)関 (かん)係 (けい)を築 (きず)きながら、子 (こ)どもの学 (まな)びを支 (ささ)えられるよう、やさしい日本 (にほん)語 (ご)や多 (た)言 (げん)語 (ご)資 (し)料 (りょう)を活 (かつ)用 (よう)した情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)と相 (そう)談 (だん)支 (し)援 (えん)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)ります。

· ともに学 (まな)ぶ環 (かん)境 (きょう)の創 (そう)出 (しゅつ)
多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある子 (こ)どもたちがともに学 (まな)び、互 (たが)いの文 (ぶん)化 (か)や価 (か)値 (ち)観 (かん)を尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)う教 (きょう)育 (いく)環 (かん)境 (きょう)を整 (せい)備 (び)することで、国 (こく)際 (さい)的 (てき)な見 (けん)識 (しき)を備 (そな)えた人 (じん)材 (ざい)の育 (いく)成 (せい)と共 (きょう)生 (せい)社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)をめざします。外 (がい)国 (こく)人 (じん)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)との交 (こう)流 (りゅう)など、地 (ち)域 (いき)に暮 (く)らす外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)住 (じゅう)民 (みん)とのつながりを深 (ふか)めるよう取 (と)り組 (く)みます。また、あらゆる機 (き)会 (かい)を通 (つう)じて、教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)が人 (じん)権 (けん)感 (かん)覚 (かく)を高 (たか)めることで、互 (たが)いのちがいを豊 (ゆた)かさに変 (か)えていける取 (とり)組 (くみ)を重 (かさ)ね、すべての子 (こ)どもの人 (じん)権 (けん)を守 (まも)る学 (がっ)校 (こう)づくりを推 (すい)進 (しん)します。

· 中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)との連 (れん)携 (けい)と支 (し)援 (えん)
中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)は、さまざまな理 (り)由 (ゆう)により義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を修 (しゅう)了 (りょう)できなかった人 (ひと)びとや、実 (じっ)質 (しつ)的 (てき)に十 (じゅう)分 (ぶん)な義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を受 (う)けることができなかった人 (ひと)びとに対 (たい)して、義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)の機 (き)会 (かい)を提 (てい)供 (きょう)することを目 (もく)的 (てき)としています。令 (れい)和 (わ)７（2025）年 (ねん)12月 (がつ)現 (げん)在 (ざい)、府 (ふ)内 (ない)に11校 (こう)ある中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)では、さまざまな年 (ねん)齢 (れい)や国 (こく)籍 (せき)の生 (せい)徒 (と)が学 (まな)んでいます。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)を設 (せっ)置 (ち)する市 (し)町 (ちょう)村 (そん)教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)と連 (れん)携 (けい)し、府 (ふ)内 (ない)中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)夜 (や)間 (かん)学 (がっ)級 (きゅう)における教 (きょう)育 (いく)活 (かつ)動 (どう)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)り、生 (せい)徒 (と)一人 (ひとり)ひとりが安 (あん)心 (しん)して学 (がく)習 (しゅう)できるように、情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)や関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)との調 (ちょう)整 (せい)を行 (おこな)うなど、必 (ひつ)要 (よう)な指 (し)導 (どう)・助 (じょ)言 (げん)、援 (えん)助 (じょ)を行 (おこな)います。また、夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がく)の意 (い)義 (ぎ)や役 (やく)割 (わり)についての認 (にん)知 (ち)度 (ど)の向 (こう)上 (じょう)を図 (はか)り、学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)を必 (ひつ)要 (よう)としている人 (ひと)びとを学 (まな)びの場 (ば)につなぐことができるように広 (こう)報 (ほう)活 (かつ)動 (どう)に取 (と)り組 (く)みます。


（２）外 (がい)国 (こく)人 (じん)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)の学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)には、令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)時 (じ)点 (てん)で32,451人 (にん)の外 (がい)国 (こく)人 (じん)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)が在 (ざい)籍 (せき)しており[footnoteRef:11]、大 (だい)学 (がく)・専 (せん)門 (もん)学 (がっ)校 (こう)・認 (にん)定 (てい)日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)などで学 (まな)びを深 (ふか)めています。留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)は、進 (しん)学 (がく)や研 (けん)究 (きゅう)、専 (せん)門 (もん)的 (てき)な技 (ぎ)能 (のう)の習 (しゅう)得 (とく)などを目 (もく)的 (てき)として来 (らい)日 (にち)し、日本 (にほん)語 (ご)や日本 (にほん)の社 (しゃ)会 (かい)・文 (ぶん)化 (か)への理 (り)解 (かい)を深 (ふか)めながら、日 (ひ)々 (び)の学 (がく)修 (しゅう)に取 (と)り組 (く)んでいます。留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)一人 (ひとり)ひとりが、日本 (にほん)での学 (まな)びを通 (つう)じて知 (ち)識 (しき)や経 (けい)験 (けん)を蓄 (ちく)積 (せき)し、将 (しょう)来 (らい)、国 (こく)内 (ない)外 (がい)のさまざまな分 (ぶん)野 (や)で活 (かつ)躍 (やく)することが期 (き)待 (たい)されています。 [11:  「外 (がい)国 (こく)人 (じん)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)在 (ざい)籍 (せき)状 (じょう)況 (きょう)調 (ちょう)査 (さ)」令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)５月 (がつ)調 (ちょう)査 (さ)　独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)日本 (にほん)学 (がく)生 (せい)支 (し)援 (えん)機 (き)構 (こう)] 

留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)は、学 (まな)びに対 (たい)する高 (たか)い意 (い)欲 (よく)と多 (た)様 (よう)な文 (ぶん)化 (か)環 (かん)境 (きょう)への柔 (じゅう)軟 (なん)な対 (たい)応 (おう)力 (りょく)を有 (ゆう)している一 (いっ)方 (ぽう)で、学 (がく)修 (しゅう)・生 (せい)活 (かつ)・進 (しん)路 (ろ)の各 (かく)段 (だん)階 (かい)において、さまざまな課 (か)題 (だい)や困 (こん)難 (なん)等 (とう)に直 (ちょく)面 (めん)しています。学 (がく)習 (しゅう)や生 (せい)活 (かつ)に必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)の理 (り)解 (かい)や活 (かつ)用 (よう)の難 (むずか)しさ、教 (きょう)育 (いく)制 (せい)度 (ど)や在 (ざい)留 (りゅう)制 (せい)度 (ど)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう)の不 (ふ)足 (そく)、進 (しん)路 (ろ)選 (せん)択 (たく)に関 (かん)する支 (し)援 (えん)の不 (ふ)十 (じゅう)分 (ぶん)さなどが挙 (あ)げられます。特 (とく)に、来 (らい)日 (にち)前 (まえ)の情 (じょう)報 (ほう)収 (しゅう)集 (しゅう)が困 (こん)難 (なん)な場 (ば)合 (あい)や、来 (らい)日 (にち)後 (ご)に制 (せい)度 (ど)や生 (せい)活 (かつ)環 (かん)境 (きょう)に適 (てき)応 (おう)するまでに時 (じ)間 (かん)を要 (よう)するケースも少 (すく)なくありません。こうした状 (じょう)況 (きょう)は、学 (まな)びの継 (けい)続 (ぞく)や生 (せい)活 (かつ)の安 (あん)定 (てい)に影 (えい)響 (きょう)を及 (およ)ぼすだけでなく、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)とのつながりや将 (しょう)来 (らい)設 (せっ)計 (けい)にも大 (おお)きく関 (かか)わるものです。
日本 (にほん)国 (こく)内 (ない)での就 (しゅう)職 (しょく)や研 (けん)究 (きゅう)を希 (き)望 (ぼう)する留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)が増 (ぞう)加 (か)し、進 (しん)路 (ろ)の多 (た)様 (よう)化 (か)も進 (すす)んでおり、学 (がく)修 (しゅう)の段 (だん)階 (かい)から社 (しゃ)会 (かい)への移 (い)行 (こう)までを見 (み)据 (す)えた支 (し)援 (えん)の必 (ひつ)要 (よう)性 (せい)が高 (たか)まっています。留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)が学 (まな)びを通 (つう)じて培 (つちか)った力 (ちから)を、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)や産 (さん)業 (ぎょう)界 (かい)で発 (はっ)揮 (き)できるよう、教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)・支 (し)援 (えん)団 (だん)体 (たい)・行 (ぎょう)政 (せい)が連 (れん)携 (けい)し、切 (き)れめのない支 (し)援 (えん)体 (たい)制 (せい)を整 (ととの)えることが求 (もと)められています。
留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)に対 (たい)する日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)については、大 (だい)学 (がく)・専 (せん)門 (もん)学 (がっ)校 (こう)・認 (にん)定 (てい)日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)などが中 (ちゅう)心 (しん)となって取 (と)り組 (く)んでおり、教 (きょう)育 (いく)内 (ない)容 (よう)や支 (し)援 (えん)体 (たい)制 (せい)の充 (じゅう)実 (じつ)が図 (はか)られています。大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、こうした教 (きょう)育 (いく)機 (き)関 (かん)の取 (とり)組 (くみ)を尊 (そん)重 (ちょう)しつつ、生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)や進 (しん)路 (ろ)支 (し)援 (えん)、多 (た)言 (げん)語 (ご)による情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)など、学 (まな)びを支 (ささ)える環 (かん)境 (きょう)づくりに重 (じゅう)点 (てん)を置 (お)いています。外 (がい)国 (こく)人 (じん)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)が学 (がく)修 (しゅう)・生 (せい)活 (かつ)・進 (しん)路 (ろ)の各 (かく)段 (だん)階 (かい)で必 (ひつ)要 (よう)な支 (し)援 (えん)を受 (う)けながら、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)の一 (いち)員 (いん)として安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らし、将 (しょう)来 (らい)に向 (む)けて力 (ちから)を発 (はっ)揮 (き)できるよう、以 (い)下 (か)の施 (し)策 (さく)を推 (すい)進 (しん)します。

· 生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)と地 (ち)域 (いき)とのつながりの促 (そく)進 (しん)
地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)の一 (いち)員 (いん)として安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らせるよう、生 (せい)活 (かつ)に必 (ひつ)要 (よう)な情 (じょう)報 (ほう)の提 (てい)供 (きょう)や地 (ち)域 (いき)活 (かつ)動 (どう)への参 (さん)画 (かく)を促 (そく)進 (しん)します。国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、支 (し)援 (えん)団 (だん)体 (たい)等 (とう)との連 (れん)携 (けい)を通 (つう)じて、交 (こう)流 (りゅう)の場 (ば)や相 (そう)談 (だん)体 (たい)制 (せい)の整 (せい)備 (び)を進 (すす)め、孤 (こ)立 (りつ)の防 (ぼう)止 (し)と地 (ち)域 (いき)への定 (てい)着 (ちゃく)を支 (し)援 (えん)します。

· 就 (しゅう)職 (しょく)・研 (けん)究 (きゅう)への移 (い)行 (こう)支 (し)援 (えん)
日本 (にほん)国 (こく)内 (ない)での就 (しゅう)職 (しょく)や研 (けん)究 (きゅう)を希 (き)望 (ぼう)する留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)が、職 (しょく)場 (ば)などで円 (えん)滑 (かつ)に意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)を図 (はか)り、業 (ぎょう)務 (む)や活 (かつ)動 (どう)に必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)の理 (り)解 (かい)や表 (ひょう)現 (げん)に対 (たい)応 (おう)できるよう、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)との連 (れん)携 (けい)による支 (し)援 (えん)を進 (すす)めます。就 (しゅう)職 (しょく)セミナーや企 (き)業 (ぎょう)見 (けん)学 (がく)会 (かい)、先 (せん)輩 (ぱい)留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)との交 (こう)流 (りゅう)機 (き)会 (かい)、ビジネス日本 (にほん)語 (ご)講 (こう)座 (ざ)などを通 (つう)じて、留 (りゅう)学 (がく)生 (せい)等 (とう)が進 (しん)路 (ろ)の選 (せん)択 (たく)肢 (し)を広 (ひろ)げ、自 (みずか)らの能 (のう)力 (りょく)を社 (しゃ)会 (かい)で発 (はっ)揮 (き)できるよう支 (し)援 (えん)します。


（３）外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)の学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)
令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)時 (じ)点 (てん)で、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)の事 (じ)業 (ぎょう)所 (しょ)で働 (はたら)く外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)は174,699人 (にん)にのぼります[footnoteRef:12]。「出 (しゅつ)入 (にゅう)国 (こく)管 (かん)理 (り)及 (およ)び難 (なん)民 (みん)認 (にん)定 (てい)法 (ほう)」（昭 (しょう)和 (わ)26年 (ねん)政 (せい)令 (れい)第 (だい)319号 (ごう)）が改 (かい)正 (せい)された平 (へい)成 (せい)２（1990）年 (ねん)以 (い)降 (こう)、就 (しゅう)労 (ろう)目 (もく)的 (てき)で来 (らい)日 (にち)する日 (にっ)系 (けい)人 (じん)の増 (ぞう)加 (か)、平 (へい)成 (せい)22（2010）年 (ねん)の在 (ざい)留 (りゅう)資 (し)格 (かく)「技 (ぎ)能 (のう)実 (じっ)習 (しゅう)」の創 (そう)設 (せつ)及 (およ)び平 (へい)成 (せい)31（2019）年 (ねん)の在 (ざい)留 (りゅう)資 (し)格 (かく)「特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)」の創 (そう)設 (せつ)などを経 (へ)て、日本 (にほん)で働 (はたら)く外 (がい)国 (こく)人 (じん)の数 (かず)は増 (ぞう)加 (か)を続 (つづ)けています。 [12:  「『外 (がい)国 (こく)人 (じん)雇 (こ)用 (よう)状 (じょう)況 (きょう)』の届 (とどけ)出 (で)状 (じょう)況 (きょう)」令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)10月 (がつ)調 (ちょう)査 (さ)　厚 (こう)生 (せい)労 (ろう)働 (どう)省 (しょう)] 

令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)には、技 (ぎ)能 (のう)実 (じっ)習 (しゅう)制 (せい)度 (ど)に代 (か)わる新 (あら)たな制 (せい)度 (ど)として「育 (いく)成 (せい)就 (しゅう)労 (ろう)制 (せい)度 (ど)」の創 (そう)設 (せつ)が法 (ほう)律 (りつ)で定 (さだ)められ[footnoteRef:13]、令 (れい)和 (わ)９（2027）年 (ねん)の施 (し)行 (こう)に向 (む)けた準 (じゅん)備 (び)が進 (すす)められています。この制 (せい)度 (ど)は、技 (ぎ)能 (のう)の習 (しゅう)得 (とく)と就 (しゅう)労 (ろう)の両 (りょう)立 (りつ)を目 (もく)的 (てき)とし、特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)制 (せい)度 (ど)との連 (れん)続 (ぞく)性 (せい)を持 (も)たせることで、外 (がい)国 (こく)人 (じん)が段 (だん)階 (かい)的 (てき)に技 (ぎ)能 (のう)を高 (たか)めながら安 (あん)定 (てい)的 (てき)に就 (しゅう)労 (ろう)を継 (けい)続 (ぞく)できるよう設 (せっ)計 (けい)されています。また、特 (とく)定 (てい)技 (ぎ)能 (のう)への移 (い)行 (こう)を通 (つう)じて、一 (いっ)定 (てい)の条 (じょう)件 (けん)を満 (み)たすことで家 (か)族 (ぞく)の帯 (たい)同 (どう)が可 (か)能 (のう)となるなど、生 (せい)活 (かつ)の安 (あん)定 (てい)や地 (ち)域 (いき)への定 (てい)着 (ちゃく)を支 (ささ)える仕 (し)組 (く)みも整 (せい)備 (び)されています。 [13:  「出 (しゅつ)入 (にゅう)国 (こく)管 (かん)理 (り)及 (およ)び難 (なん)民 (みん)認 (にん)定 (てい)法 (ほう)及 (およ)び (び)外 (がい)国 (こく)人 (じん)の技 (ぎ)能 (のう)実 (じっ)習 (しゅう)の適 (てき)正 (せい)な実 (じっ)施 (し)及 (およ)び技 (ぎ)能 (のう)実 (じっ)習 (しゅう)生 (せい)の保 (ほ)護 (ご)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)の一 (いち)部 (ぶ)を改 (かい)正 (せい)する法 (ほう)律 (りつ)」（令 (れい)和 (わ)６年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)60号 (ごう)）] 

なお、看 (かん)護 (ご)・介 (かい)護 (ご)分 (ぶん)野 (や)においては、二 (に)国 (こく)間 (かん)の経 (けい)済 (ざい)連 (れん)携 (けい)協 (きょう)定 (てい)（EPA (いーぴーえー)）に基 (もと)づく特 (とく)例 (れい)的 (てき)な制 (せい)度 (ど)もあり、看 (かん)護 (ご)師 (し)・介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)候 (こう)補 (ほ)者 (しゃ)が国 (こく)内 (ない)の医 (い)療 (りょう)・福 (ふく)祉 (し)施 (し)設 (せつ)において就 (しゅう)労 (ろう)・研 (けん)修 (しゅう)活 (かつ)動 (どう)を行 (おこな)っています。これらの人 (じん)材 (ざい)は、専 (せん)門 (もん)的 (てき)な知 (ち)識 (しき)と技 (ぎ)能 (のう)を備 (そな)え、日本 (にほん)語 (ご)での対 (たい)応 (おう)力 (りょく)を高 (たか)めながら、現 (げん)場 (ば)での実 (じっ)践 (せん)を通 (つう)じて質 (しつ)の高 (たか)いケアの提 (てい)供 (きょう)に力 (ちから)を発 (はっ)揮 (き)しています。
外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)が日本 (にほん)で安 (あん)心 (しん)して働 (はたら)き、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)の一 (いち)員 (いん)として生 (せい)活 (かつ)していくためには、業 (ぎょう)務 (む)上 (じょう)必 (ひつ)要 (よう)となる専 (せん)門 (もん)的 (てき)な日本 (にほん)語 (ご)に加 (くわ)え、職 (しょく)場 (ば)での円 (えん)滑 (かつ)な意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)や生 (せい)活 (かつ)に必 (ひつ)要 (よう)な日本 (にほん)語 (ご)を身 (み)につけることが欠 (か)かせません。
国 (くに)では、関 (かん)係 (けい)省 (しょう)庁 (ちょう)や関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)が連 (れん)携 (けい)し、在 (ざい)留 (りゅう)資 (し)格 (かく)や業 (ぎょう)種 (しゅ)を問 (と)わず、外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する体 (たい)系 (けい)的 (てき)な日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の質 (しつ)的 (てき)・量 (りょう)的 (てき)な充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)ることが重 (じゅう)要 (よう)とされています。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、こうした制 (せい)度 (ど)的 (てき)背 (はい)景 (けい)や国 (くに)の方 (ほう)針 (しん)をふまえ、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)等 (とう)による外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)の日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)に関 (かん)する取 (とり)組 (くみ)が進 (すす)められるよう、以 (い)下 (か)の施 (し)策 (さく)を推 (すい)進 (しん)します。

· 事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)等 (とう)への働 (はたら)きかけと経 (けい)済 (ざい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)との連 (れん)携 (けい)
外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)について、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)等 (とう)がその責 (せき)務 (む)として率 (そっ)先 (せん)的 (てき)に取 (と)り組 (く)むよう促 (うなが)すとともに、経 (けい)済 (ざい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)との連 (れん)携 (けい)を通 (つう)じて、企 (き)業 (ぎょう)による取 (とり)組 (くみ)の促 (そく)進 (しん)に向 (む)けた情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)を行 (おこな)います。

· 労 (ろう)働 (どう)関 (かん)係 (けい)法 (ほう)規 (き)・ワークルールに関 (かん)する啓 (けい)発 (はつ)の実 (じっ)施 (し)
外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)が日本 (にほん)での就 (しゅう)労 (ろう)にあたり、労 (ろう)働 (どう)問 (もん)題 (だい)をめぐるトラブルを未 (み)然 (ぜん)に防 (ふせ)ぐことができるよう、労 (ろう)働 (どう)関 (かん)係 (けい)法 (ほう)規 (き)やワークルールに関 (かん)する知 (ち)識 (しき)の習 (しゅう)得 (とく)を目 (もく)的 (てき)とした啓 (けい)発 (はつ)を行 (おこな)います。やさしい日本 (にほん)語 (ご)や多 (た)言 (げん)語 (ご)による教 (きょう)材 (ざい)の活 (かつ)用 (よう)を通 (つう)じて、理 (り)解 (かい)しやすい情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)に努 (つと)めます。

· 看 (かん)護 (ご)・介 (かい)護 (ご)分 (ぶん)野 (や)における専 (せん)門 (もん)的 (てき)な日本 (にほん)語 (ご)対 (たい)応 (おう)力 (りょく)向 (こう)上 (じょう)支 (し)援 (えん)
看 (かん)護 (ご)・介 (かい)護 (ご)分 (ぶん)野 (や)において、外 (がい)国 (こく)人 (じん)労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)等 (とう)が専 (せん)門 (もん)的 (てき)な日本 (にほん)語 (ご)での対 (たい)応 (おう)力 (りょく)を高 (たか)め、質 (しつ)の高 (たか)いケアを提 (てい)供 (きょう)できるよう、医 (い)療 (りょう)・福 (ふく)祉 (し)施 (し)設 (せつ)による日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)や研 (けん)修 (しゅう)の取 (とり)組 (くみ)が充 (じゅう)実 (じつ)するよう支 (し)援 (えん)します。利 (り)用 (よう)者 (しゃ)との円 (えん)滑 (かつ)なコミュニケーションや業 (ぎょう)務 (む)の安 (あん)全 (ぜん)性 (せい)向 (こう)上 (じょう)に資 (し)する取 (とり)組 (くみ)を促 (そく)進 (しん)します。



（４）地 (ち)域 (いき)における学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)では、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)活 (かつ)動 (どう)の充 (じゅう)実 (じつ)について、基 (き)本 (ほん)的 (てき)人 (じん)権 (けん)に関 (かか)わる課 (か)題 (だい)であり、成 (せい)人 (じん)の基 (き)礎 (そ)教 (きょう)育 (いく)を保 (ほ)障 (しょう)するものであるとの認 (にん)識 (しき)のもと、昭 (しょう)和 (わ)39（1964）年 (ねん)に地 (ち)域 (いき)で最 (さい)初 (しょ)の同 (どう)和 (わ)地 (ち)区 (く)識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)が生 (う)まれて以 (い)来 (らい)、府 (ふ)内 (ない)各 (かく)地 (ち)に広 (ひろ)がった識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)の実 (じっ)践 (せん)を基 (き)盤 (ばん)として、施 (し)策 (さく)・事 (じ)業 (ぎょう)を展 (てん)開 (かい)してきました。平 (へい)成 (せい)17（2005）年 (ねん)には「大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)識 (しき)字 (じ)施 (し)策 (さく)推 (すい)進 (しん)指 (し)針 (しん)（改 (かい)訂 (てい)版 (ばん)）」が策 (さく)定 (てい)され、施 (し)策 (さく)の理 (り)念 (ねん)と方 (ほう)向 (こう)性 (せい)が明 (めい)確 (かく)化 (か)されました。さらに、平 (へい)成 (せい)25（2013）年 (ねん)には大 (おお)阪 (さか)識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)が結 (けっ)成 (せい)され、行 (ぎょう)政 (せい)と民 (みん)間 (かん)のネットワークによる連 (れん)携 (けい)体 (たい)制 (せい)が構 (こう)築 (ちく)されました。平 (へい)成 (せい)28（2016）年 (ねん)には、同 (どう)協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)において「大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)活 (かつ)動 (どう)促 (そく)進 (しん)のための課 (か)題 (だい)整 (せい)理 (り)報 (ほう)告 (こく)書 (しょ)」が取 (と)りまとめられ、以 (い)後 (ご)、報 (ほう)告 (こく)書 (しょ)に記 (き)載 (さい)された「７つの課 (か)題 (だい)」をふまえ、各 (かく)市 (し)町 (ちょう)村 (そん)や関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)・団 (だん)体 (たい)等 (とう)と連 (れん)携 (けい)しながら取 (とり)組 (くみ)の推 (すい)進 (しん)が図 (はか)られてきました。
近 (きん)年 (ねん)、外 (がい)国 (こく)から来 (らい)日 (にち)する人 (ひと)の増 (ぞう)加 (か)、在 (ざい)留 (りゅう)資 (し)格 (かく)や背 (はい)景 (けい)の多 (た)様 (よう)化 (か)が進 (すす)むとともに、不 (ふ)登 (とう)校 (こう)等 (とう)により十 (じゅう)分 (ぶん)な義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を受 (う)けることができなかった青 (せい)少 (しょう)年 (ねん)層 (そう)が教 (きょう)室 (しつ)につながるケースも見 (み)られるようになっています。識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)では、活 (かつ)動 (どう)に参 (さん)加 (か)する学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)の目 (もく)的 (てき)や学 (がく)習 (しゅう)に向 (む)かう姿 (し)勢 (せい)、求 (もと)められる内 (ない)容 (よう)も一 (いっ)層 (そう)多 (た)様 (よう)なものとなっています。また、外 (がい)国 (こく)人 (じん)等 (とう)住 (じゅう)民 (みん)の集 (しゅう)住 (じゅう)地 (ち)域 (いき)と散 (さん)在 (ざい)地 (ち)域 (いき)の存 (そん)在 (ざい)や、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)を支 (ささ)える人 (ひと)びとの地 (ち)域 (いき)的 (てき)な偏 (へん)在 (ざい)などにより、学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)には地 (ち)域 (いき)差 (さ)が生 (しょう)じています。こうした状 (じょう)況 (きょう)のなかで、地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた柔 (じゅう)軟 (なん)な取 (とり)組 (くみ)が求 (もと)められており、地 (ち)域 (いき)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の体 (たい)制 (せい)整 (せい)備 (び)と学 (がく)習 (しゅう)環 (かん)境 (きょう)の充 (じゅう)実 (じつ)が重 (じゅう)要 (よう)な課 (か)題 (だい)となっています。
令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)時 (じ)点 (てん)で、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)には200を超 (こ)える識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)があり、4,505人 (にん)の学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)と2,662人 (にん)の学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)者 (しゃ)が[footnoteRef:14]、それぞれの目 (もく)標 (ひょう)に応 (おう)じて学 (まな)び合 (あ)い、支 (ささ)え合 (あ)う活 (かつ)動 (どう)を展 (てん)開 (かい)しています。こうした教 (きょう)室 (しつ)は、単 (たん)なる言 (げん)語 (ご)習 (しゅう)得 (とく)の場 (ば)にとどまらず、学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)や支 (し)援 (えん)者 (しゃ)が自 (じ)分 (ぶん)の生 (せい)活 (かつ)や人 (じん)生 (せい)を見 (み)つめ直 (なお)し、自 (じ)信 (しん)を育 (はぐく)み、自 (じ)分 (ぶん)らしく生 (い)きることの大 (たい)切 (せつ)さに気 (き)づく場 (ば)でもあります。人 (ひと)と人 (ひと)が出 (で)会 (あ)い、支 (ささ)え合 (あ)い、ともに学 (まな)び合 (あ)うその場 (ば)は、学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)にとっても支 (し)援 (えん)者 (しゃ)にとっても孤 (こ)立 (りつ)することなく地 (ち)域 (いき)で生 (い)き生 (い)きと暮 (く)らすことにつながる「居 (い)場 (ば)所 (しょ)」としての役 (やく)割 (わり)を果 (は)たしています。 [14:  「識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)等 (とう)現 (げん)況 (きょう)調 (ちょう)査 (さ)」令 (れい)和 (わ)６（2024）年 (ねん)10月 (がつ)調 (ちょう)査 (さ)　大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)教 (きょう)育 (いく)庁 (ちょう)] 

大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、こうした地 (ち)域 (いき)の取 (とり)組 (くみ)が継 (けい)続 (ぞく)的 (てき)かつ効 (こう)果 (か)的 (てき)に行 (おこな)われるよう、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)や関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)との連 (れん)携 (けい)を通 (つう)じて、学 (まな)びの環 (かん)境 (きょう)づくりを後 (あと)押 (お)しし、学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)、担 (にな)い手 (て)の育 (いく)成 (せい)、学 (がく)習 (しゅう)内 (ない)容 (よう)の質 (しつ)の向 (こう)上 (じょう)などを支 (し)援 (えん)するとともに、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)に関 (かか)わる人 (ひと)びとが人 (じん)権 (けん)に根 (ね)ざした教 (きょう)室 (しつ)づくりを進 (すす)められるよう、情 (じょう)報 (ほう)提 (てい)供 (きょう)や研 (けん)修 (しゅう)機 (き)会 (かい)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)るため、以 (い)下 (か)の施 (し)策 (さく)を推 (すい)進 (しん)します。

· 地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)と継 (けい)続 (ぞく)的 (てき)な運 (うん)営 (えい)支 (し)援 (えん)
地 (ち)域 (いき)の課 (か)題 (だい)や生 (せい)活 (かつ)背 (はい)景 (けい)に応 (おう)じた柔 (じゅう)軟 (なん)な学 (がく)習 (しゅう)機 (き)会 (かい)の確 (かく)保 (ほ)に向 (む)けて、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)が主 (しゅ)体 (たい)となって識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)の運 (うん)営 (えい)に取 (と)り組 (く)むとともに、域 (いき)内 (ない)で活 (かつ)動 (どう)する関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)による教 (きょう)室 (しつ)の状 (じょう)況 (きょう)を把 (は)握 (あく)し、可 (か)能 (のう)な限 (かぎ)り支 (し)援 (えん)を行 (おこな)えるよう促 (うなが)します。また、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)の取 (とり)組 (くみ)を支 (し)援 (えん)するとともに、府 (ふ)内 (ない)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)の現 (げん)況 (きょう)調 (ちょう)査 (さ)を通 (つう)じて実 (じっ)態 (たい)を把 (は)握 (あく)し、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)センター[footnoteRef:15]と協 (きょう)働 (どう)して教 (きょう)室 (しつ)情 (じょう)報 (ほう)を府 (ふ)民 (みん)に提 (てい)供 (きょう)することで、学 (まな)びの場 (ば)へのアクセスを促 (そく)進 (しん)します。 [15:  識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)センターは、平 (へい)成 (せい)14（2002）年 (ねん)に開 (かい)設 (せつ)され、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)、大 (おお)阪 (さか)市 (し)、堺 (さかい)市 (し)、財 (ざい)団 (だん)法 (ほう)人 (じん)大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)人 (じん)権 (けん)協 (きょう)会 (かい)（現 (げん) 一 (いっ)般 (ぱん)財 (ざい)団 (だん)法 (ほう)人 (じん)大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)人 (じん)権 (けん)協 (きょう)会 (かい)）、社 (しゃ)団 (だん)法 (ほう)人 (じん)大 (おお)阪 (さか)市 (し)人 (じん)権 (けん)協 (きょう)会 (かい)、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)連 (れん)絡 (らく)会 (かい)等 (とう)、行 (ぎょう)政 (せい)・民 (みん)間 (かん)のネットワークを生 (い)かした協 (きょう)力 (りょく)と連 (れん)携 (けい)により、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)に関 (かか)わる相 (そう)談 (だん)や情 (じょう)報 (ほう)の発 (はっ)信 (しん)など７つの機 (き)能 (のう)を果 (は)たすため運 (うん)営 (えい)されてきました。平 (へい)成 (せい)27（2015）年 (ねん)からは、ボランティアにより運 (うん)営 (えい)され、行 (ぎょう)政 (せい)とも連 (れん)携 (けい)しながら、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)の識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)の情 (じょう)報 (ほう)や各 (かく)種 (しゅ)教 (きょう)材 (ざい)、研 (けん)修 (しゅう)等 (とう)イベントの情 (じょう)報 (ほう)などの発 (はっ)信 (しん)をしています。] 


· 学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)の担 (にな)い手 (て)の育 (いく)成 (せい)とネットワークづくりの促 (そく)進 (しん)
学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)の権 (けん)利 (り)保 (ほ)障 (しょう)にむけてともに考 (かんが)え行 (こう)動 (どう)するともに学 (まな)び合 (あ)う支 (し)援 (えん)者 (しゃ)の育 (いく)成 (せい)を進 (すす)めるとともに、教 (きょう)室 (しつ)を越 (こ)えて支 (し)援 (えん)者 (しゃ)同 (どう)士 (し)がつながり、経 (けい)験 (けん)や知 (ち)見 (けん)を共 (きょう)有 (ゆう)できるネットワークづくりを促 (そく)進 (しん)します。市 (し)町 (ちょう)村 (そん)識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)担 (たん)当 (とう)者 (しゃ)連 (れん)絡 (らく)会 (かい)議 (ぎ)や識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)コーディネーター会 (かい)議 (ぎ)などを通 (つう)じて、地 (ち)域 (いき)間 (かん)の連 (れん)携 (けい)と支 (し)援 (えん)体 (たい)制 (せい)の強 (きょう)化 (か)を図 (はか)ります。

· 人 (じん)権 (けん)に根 (ね)ざした教 (きょう)室 (しつ)づくりの推 (すい)進 (しん)
学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)一人 (ひとり)ひとりの尊 (そん)厳 (げん)と主 (しゅ)体 (たい)性 (せい)を尊 (そん)重 (ちょう)し、安 (あん)心 (しん)して自 (じ)分 (ぶん)らしく存 (そん)在 (ざい)できる場 (ば)として人 (じん)権 (けん)が保 (ほ)障 (しょう)された教 (きょう)室 (しつ)づくりを支 (し)援 (えん)します。差 (さ)別 (べつ)や排 (はい)除 (じょ)のない学 (まな)びの空 (くう)間 (かん)の育 (はぐく)みを支 (し)援 (えん)することで、地 (ち)域 (いき)全 (ぜん)体 (たい)の人 (じん)権 (けん)意 (い)識 (しき)の向 (こう)上 (じょう)にもつなげます。その一 (いっ)環 (かん)として、学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)が自 (みずか)らのことばで語 (かた)り合 (あ)い、互 (たが)いの経 (けい)験 (けん)や思 (おも)いを共 (きょう)有 (ゆう)できる人 (じん)権 (けん)学 (がく)習 (しゅう)や交 (こう)流 (りゅう)の機 (き)会 (かい)を設 (もう)け、教 (きょう)室 (しつ)の枠 (わく)を越 (こ)えたつながりと人 (じん)権 (けん)の学 (まな)びを広 (ひろ)げます。


２ 府 (ふ)民 (みん)の理 (り)解 (かい)と関 (かん)心 (しん)の増 (ぞう)進 (しん)
識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)は、すべての人 (ひと)がことばを通 (つう)じて自 (みずか)らの思 (おも)いや考 (かんが)えを伝 (つた)え、他 (た)者 (しゃ)とつながり、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)するための重 (じゅう)要 (よう)な機 (き)会 (かい)であり、多 (た)様 (よう)性 (せい)を尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながらともに生 (い)きる共 (きょう)生 (せい)社 (しゃ)会 (かい)の基 (き)盤 (ばん)を支 (ささ)えるものです。ことばの壁 (かべ)を越 (こ)えて互 (たが)いに理 (り)解 (かい)し合 (あ)うことは、地 (ち)域 (いき)の安 (あん)心 (しん)・安 (あん)全 (ぜん)、教 (きょう)育 (いく)、福 (ふく)祉 (し)、経 (けい)済 (ざい)活 (かつ)動 (どう)など、あらゆる分 (ぶん)野 (や)において持 (じ)続 (ぞく)可 (か)能 (のう)な社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に寄 (き)与 (よ)します。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は、府 (ふ)民 (みん)一人 (ひとり)ひとりが識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の意 (い)義 (ぎ)を理 (り)解 (かい)し、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)学 (がく)習 (しゅう)を必 (ひつ)要 (よう)とする人 (ひと)びとの背 (はい)景 (けい)や状 (じょう)況 (きょう)に対 (たい)してともに考 (かんが)え行 (こう)動 (どう)し、学 (まな)び合 (あ)い、支 (ささ)え合 (あ)う関 (かん)係 (けい)を築 (きず)けるよう、広 (こう)報 (ほう)・啓 (けい)発 (はつ)活 (かつ)動 (どう)を推 (すい)進 (しん)します。特 (とく)に、「やさしい日本 (にほん)語 (ご)」の活 (かつ)用 (よう)や、地 (ち)域 (いき)における学 (がく)習 (しゅう)支 (し)援 (えん)活 (かつ)動 (どう)・交 (こう)流 (りゅう)の場 (ば)への参 (さん)画 (かく)を通 (つう)じて、相 (そう)互 (ご)理 (り)解 (かい)と協 (きょう)働 (どう)の促 (そく)進 (しん)を図 (はか)ります。
また、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう)発 (はっ)信 (しん)や先 (せん)進 (しん)的 (てき)な取 (とり)組 (くみ)の紹 (しょう)介 (かい)、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)に関 (かか)わる学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)や支 (し)援 (えん)者 (しゃ)とそれ以 (い)外 (がい)の府 (ふ)民 (みん)が交 (こう)流 (りゅう)し語 (かた)り合 (あ)う機 (き)会 (かい)の創 (そう)出 (しゅつ)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)や関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)による識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)や交 (こう)流 (りゅう)活 (かつ)動 (どう)への住 (じゅう)民 (みん)参 (さん)加 (か)を促 (うなが)す取 (とり)組 (くみ)への支 (し)援 (えん)などを通 (つう)じて、すべての人 (ひと)びとが地 (ち)域 (いき)で安 (あん)心 (しん)して生 (せい)活 (かつ)し、自 (じ)分 (ぶん)の力 (ちから)を活 (い)かして社 (しゃ)会 (かい)に参 (さん)画 (かく)できるよう、府 (ふ)民 (みん)の理 (り)解 (かい)と協 (きょう)力 (りょく)を広 (ひろ)げていきます。

第 (だい)４章 (しょう)　おわりに
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)における識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の取 (とり)組 (くみ)は、社 (しゃ)会 (かい)の変 (へん)化 (か)に応 (おう)じて発 (はっ)展 (てん)を続 (つづ)けてきました。識 (しき)字 (じ)学 (がっ)級 (きゅう)の実 (じっ)践 (せん)を基 (き)盤 (ばん)ともし、国 (こく)際 (さい)化 (か)の進 (しん)展 (てん)や法 (ほう)制 (せい)度 (ど)の整 (せい)備 (び)を背 (はい)景 (けい)に、学 (がっ)校 (こう)、地 (ち)域 (いき)、職 (しょく)場 (ば)、大 (だい)学 (がく)など多 (た)様 (よう)な場 (ば)で学 (まな)びの機 (き)会 (かい)が広 (ひろ)がっています。これらのあゆみは、「ことばを学 (まな)び、用 (もち)いることは、すべての人 (ひと)に保 (ほ)障 (しょう)されるべき基 (き)本 (ほん)的 (てき)な権 (けん)利 (り)である」という理 (り)念 (ねん)を具 (ぐ)体 (たい)化 (か)し、だれもが安 (あん)心 (しん)して学 (まな)び、暮 (く)らし、働 (はたら)くことができる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に向 (む)けた重 (じゅう)要 (よう)な基 (き)盤 (ばん)となっています。
本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)では、文 (ぶん)化 (か)的 (てき)・言 (げん)語 (ご)的 (てき)に多 (た)様 (よう)な背 (はい)景 (けい)のある人 (ひと)びとが、教 (きょう)育 (いく)・就 (しゅう)労 (ろう)・生 (せい)活 (かつ)の場 (ば)で円 (えん)滑 (かつ)に意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)を図 (はか)り、主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に参 (さん)画 (かく)できるよう、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の充 (じゅう)実 (じつ)を推 (すい)進 (しん)する方 (ほう)向 (こう)性 (せい)を示 (しめ)しました。すべての人 (ひと)がことばを学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)を等 (ひと)しく保 (ほ)障 (しょう)され、互 (たが)いに尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながらともに生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)を築 (きず)くためには、府 (ふ)、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)、国 (こく)際 (さい)交 (こう)流 (りゅう)協 (きょう)会 (かい)、関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)、関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)、事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)、府 (ふ)民 (みん)など、あらゆる主 (しゅ)体 (たい)の協 (きょう)働 (どう)と連 (れん)携 (けい)が欠 (か)かせません。
大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)は本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)に基 (もと)づき、庁 (ちょう)内 (ない)各 (かく)部 (ぶ)局 (きょく)が既 (き)存 (そん)の会 (かい)議 (ぎ)体 (たい)を有 (ゆう)機 (き)的 (てき)に連 (れん)携 (けい)させながら、市 (し)町 (ちょう)村 (そん)や関 (かん)係 (けい)団 (だん)体 (たい)等 (とう)と協 (きょう)働 (どう)し、地 (ち)域 (いき)の実 (じつ)情 (じょう)に応 (おう)じた柔 (じゅう)軟 (なん)で持 (じ)続 (ぞく)可 (か)能 (のう)な推 (すい)進 (しん)体 (たい)制 (せい)の整 (せい)備 (び)を進 (すす)めます。さらに、優 (すぐ)れた実 (じっ)践 (せん)の共 (きょう)有 (ゆう)、学 (まな)びを支 (ささ)える担 (にな)い手 (て)の育 (いく)成 (せい)、情 (じょう)報 (ほう)発 (はっ)信 (しん)を通 (つう)じて、識 (しき)字 (じ)・日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)育 (いく)の一 (いっ)層 (そう)の充 (じゅう)実 (じつ)を図 (はか)ります。そして、ことばを通 (つう)じて一人 (ひとり)ひとりが自 (みずか)らの可 (か)能 (のう)性 (せい)を拓 (ひら)き、安 (あん)心 (しん)して暮 (く)らし、尊 (そん)厳 (げん)をもって主 (しゅ)体 (たい)的 (てき)に社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)できる環 (かん)境 (きょう)を整 (ととの)えることで、ともに生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)をめざします。
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